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依頼における思慮表現の研究
fたり Jfニj主自して一一
山 乃(筑波 民)
要旨
依頼において「たり j が配慮表現として機能しているという立場から、それが配慮表現と
して犠くメカニズ、ムについて分析した。分析に際して、姫野(2004) と山間他 (2010)の配
の原理を諮まえて、依頼における配j意表現の思理を立て、その原理と、 「たち iの文
法的意味の記述と燕らし合わせるという方法告とった。また、 fたり j の配J章表現としての
機能を明らかにするため、開じ並列を表す形式「とかj との互換性について考察した。その
依頼における「たり j はその文法的意味から配慮表現の原員Ij2-2を議たし、お顕いが
あるいうことを断定せず、その対啓の事態を連想させるとどにより「お顕いがある J という
依頼の意悶の明示を詰める効果があるというととが明らかになった
キーワード意表現、依頼、た号、 fたり iと fとかJの互換性
1.研究皆景
コミュニケーションにおいて、相手との関係を保ちつつその目的を果たしたいとだれも
が患っていることだろう。しかし、文化庁の平成 24年度「国語に関する世論調査j によ
ると、回答者のうち 4害!Jの入が f入とのコミュニケ…ションにおいて難しいと感じる加
とj は{可かという質問に対して、 f相手との人間関係を作り上げながら伝えあうこと」と
号、多くの人がその難しさを実感している。では、 !相手との人間関係を作ち
上げながら伝えあう j ためにはどうすればいいのかむこれまで、そのストラテジ…として、
敬語の使舟やスピーチレベノレの使い分け、談話展開を分析観点とした窃究がなされてき
ぷ〉
頼J
それら
り げ、そ
2;先行研究と問題の所在
をすべて説明することはできない。本研究では、
を提案し、対人前記長室のストラテジーが特に必要iこなる「依
かも研究を行う。
ヤれまで、依頼の機能を持つ表理の を行う f汝頼表現の研究jや、依頼行為に含ま
の研究Jは数多く記されている(枯時 1993、れる発話機能に注目し
槌田 2003等)む両者
の展開のさ
0) 
は、管毘の
を有しており、その発話機能やそれ
どうかを論じている。しかし、この
か、というあいまいさが生じる。それに対して、
にでも な個々の言語形式に注目し、そ
を把握し、 るc この の か
り、まだほとんど されていない。
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…ションにおいて、相手との
J と定義し、この
山岡ほか (2010) は、 f配意表現j を f
人間関係をなるべく良野に部つことに
表現の観点から依頼表現を分析した c その分析において、山岡
and Levinson (1987) のポライトネス理論を援用し、
そこでは典型的な依頼表現に現れる配慮表現の
と患われる。具体的には、次のようなものである。山岡ほか (2010)
依頼において r'"-'てくれないかなJという要求文を用いること告
としている。要求文による故頼は、依頼;こ応じるかどうかの決定権
してお号、それは依頼を引き受けることでよく思われたいという積極的
ていることになる、という主張である。
(1) 図々しいお願いだけど、もしよかったら、、司会
的コミュー
(2010) は、 Brown
を分類してい
のものがある
は(りを割に挙げ、
つの車窓、を
にあることを
イスに配題、し
(山間ほか 2010)
求文が記患表現として犠くということであるが、 (1) と(1 )の fかなj を使用せず
をやってくれない ?J とした場告とを比べると、 f 
じ要求文でも配震を吊す度合いが異なるのではないだろう
か (2010) では配震表現として分類されず、要求文の一種として
Jがあるのとないのとでは
この fかなJは、 iよi開廷
りにされている。山
(2012) では、このように
を挙げ、それらの表現がどういうメカ
してさらに、
と思われる
ムで配慮、と
の分類を
の
「かなJ iと思う J rと患ったり J
るのかを記述し、分類を主rn分化し
いて日本語母語話者と日本語学習
??
の
依
しても依頼として機能せず、法頼の語用論的条件が成立するように談話壊関在汗った上
しなければならないという制約がある。談話展開を伴って依頼が成立しているので
あるので、依頼表現だけでなく、そのj言辺の表現にも分析の対象を広げるべきだと考える
のf衣頼を形作っていくための表現を詳しく見ていくと、配慮表現と忠われる、梼徴的
見られた。
(ス)あ、あの、ちょっとお願いがめつ るんで ど
(コーパス会話 58)
(2) は fたり Jを長男せず、 「ちょっとお願いがあるんですけどJ としても依頼の
を変えることなく依額の発話として装用することができる。 iたち Jt士、依頼内容の
、不必要であり、本来の並列関係を表す用法では使用されていないことから、な
んらかの対人的コミュニケ…ションに配慮して用いられたと考えられる。
以上を踏まえ、先行研究で来分類の配慮表現と思われる表現形式「たり j について、
れがなぜ記意表現と言えるのか、配慮、表現として機能す一るメカニズムを記述する。
吋る配慮表現の分類と、本研究で明らかにする配窓表現の分類の
を関にまとめたものを吊す。
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(直接的)依
頼表現 (1)
間接的依頼
表現
依頼表現に含まれる配慮表現
付加的な補助形式の配慮表現
l談話展開上の配慮表現「たり J i 
一重線の枠:山岡ほか(2010)における分類
二重線の枠:山下 (2012)における分類
点線の枠:今後明らかにしたい分類
山岡ほか (2010) の 9種類の配慮表現
山岡ほか (2010) の 3種類の配慮表現
文末表現
「かなJ iと思う J Iと思ったり J
図 lこれまでに明らかになった配慮表現の分類と、本研究で扱う配慮表現の分類
3. rたり」を抽出した会話資料と分析の枠組み
依頼における「たり」を抽出した会話資料は、宇佐美まゆみ監修 (2011) IBTSJによ
る日本語話し言葉コーパス(トランスクリプト・音声) 2011年版」、 14女性同士の断り
の電話会話」合計 39会話である。このコーパスには、 13人の日本語母語話者による、上
下関係の異なる先輩、同級生、後輩の 3人に対する依頼会話が収録されている。
次に、分析の枠組みについて説明する。配慮表現と思われる表現がどういうメカニズム
で配慮となるのかを記述する際、それぞれの文法的機能の分析に加え、依頼における配慮
表現の原理に照らし合わせながら記述する。配慮表現の原理は、姫野 (2004) と山岡ほか
(2010) が Leech(1983) のポライトネスの原理を踏まえて立てたものである。両者の違
いは、姫野 (2004) がポライトネスの原理だけでなく、情報のなわ張り理論(神尾
1990) をも踏まえている点である。これらの配慮表現の原理は、さまざまな行為に関する
配慮、の原理をひとまとめにしたものであるため、依頼にすべて当てはめることはできない。
そのため、依頼における配慮表現の原理を次のようにまとめ直し、使用した。
原理 1:話し手の利益が大きいと述べるD 聞き手の負担が大きいと述べる。
原理 2:聞き手の私的領域の侵犯を避ける。
原理 2-1:話し手の決定権はなるべく表出しない。聞き手に決定権を持たせる。
原理 2-2:話し手の意志をなるべくあらわにしない。聞き手の意志をあらわにさせないD
4. rたり」の用法と「たり」の配慮表現としての機能
「たり Jの用法を整理した後、それがどのようにして配慮表現として機能しているかを記
述する。
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4.1. rたザ」の用法
fたり Jは、 i，，-，したり~したワ Jといきような形式で述語匂を取って並列関孫を表 7
( 19引)は、並立的に結びっく構造を f並立的結合j として、その用法を 3つにまと
。一つ目は、いくつかの動作、
(3) 土曜告 ギターを弾い して違ごしま
〔寺村 1991) 
一 Jコ ある対称的 を並べる用法である。
(4)あしたは、雨が
(5) 朝ごはん付金べ
しょう。 1991 ) 
つ目は、一部列挙の用法である。一部列挙とは、列挙された内
で言いつくされているわけではなく まだ地のことがあったという可
る。もし、実際に fデパートによって翼い物をしたj ということがあったとしても、
ように言うことが可能である。
(る)産台!古で飲 パ斗ンコを して、九 ろ帰りました。
であ
の
(寺村 19ヲ1) 
寺村(1991 )がまとめた用法に加えて、森山(1995) 。コ ら し
、剖示的な「たり j の実的側面の強調用法があるとしている。
(わきのうは、しんのすけにどなっ牛よしして、一日が過ぎた。(森山 19ヲ5)
(8) さっきは、しんのすけにどなっして、悪い父親だ。(森山 1995)
(フ〉は他のこともやったという、文字通りの一部列挙の意味での解釈が可能である。
れに対し、 は)のように、 f悪いJなどと行為を質的に問題にする文脈では、一部列
の意味が異質なものになり、例示的な fたり j の質的鋭部の強調用法となる。つまり、
(き)は「たり Jが持つ列挙的な意味を基にしつつ、悪い父親であるということを特徴づ
ける要素を、 l例だけ挙げて提えるという表現方法を取ることで¥その類的な意味を取り
Jずることになっている。
加れらの用法に対して、
があるとしている。
(2008) は、 事態を
〔ヲ) [新しいアノレパムについてのインタピ、ュー的中で]
にやったように時こえる曲ほど、実は一
(10) [女優の人捕について]
ああい予一見派手なの 中 吉愚につ
(9) 気楽にやったように開こえるのに「一生懸命だつ
のに「古思だったり Jのように、 「たり iのついている
いて、想定から外れた省襟の事械であると言え、
4.2. rたり j の配慮表現としての機能
大和 (2008) は、有擦な事態を取ちょげ、 を
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り上げ、意外性会
だっ るん
(大和 2008)
るんで
(大和 2008)
りJ、 (10) 見た自は涼
は前文脈とは逆接で繋がって
、としている。
法から、法頼文脈におけ
fたり j のアニにイス配慮を説明し~。
( 1)参考文献を教えてももえたりしたらうれしいな。(大和 2008)
f介り Jで取り上げられる、教えてもらえるという事態な有擦なものとして取り上げ、
てもらえることが意外であることを示すということが、 「まさか教えてもらえると
っていないが.• • Jというように依頼を受け入れてもらうことを当たり前とは思ってい
いととを?訴していることになり、それが相手の関i戒を守る、つまりネガティブフェイスに
対する配慮、を表すとしている。しかし、大和 (2008) で扱う故頼文脈における fたり Jは、
に行為を求める文脈であり、その柑平の行為に意外性を感じどることがありうるのに対
し、本訴究で扱う fたり j は、 「あ、あの、ちょっとお願いがあったちするんですけどJ
と告らが位頼することを前置きするものであるため、岳ちの行為に対する意外性を感じる
というのは不自然である。したがって、閉じ故頼文脈であっても、木研究の「たり j は大
(2008) の分析で説明することが出来ない。本研究の fたち j はどのように分析できる
のだろうか。
前節でまと
法Jがみる。
りj の の中に「ある 作、 を並べる
( 12)朝ごはん ρミ 、ーJ'. 掲、寺村 1991)
究で扱う fたり J~士、法頼をすること辻明白であり、 fお願いが ちなかった
ち き
この用法から
よって説明が可能と
ている例を、
では説明がつ
じたと思われる
いのであるが、
観察できたこと
以下に、その派
き言張防衛コ
から、
用法として
パス(以下、少納
(13) もしかして、
KOTONOHA 
の を反映してい して。
(少納 と資本と
( 14) [深夜にパリのある場所を訪れて]
して。
Yahoo!ブロ
( 13) は「もしかしてj という蓋然性を表す副詞と共起してお号、網野家の実'濯を反映し
ているかもしれないし、そうで誌なしゅ￥もしれない、というように、 「たり Jで取り上げ
る事態と対称の事態を想起させる(14) はパジのある場所を訪れて、そこにモデル
いるかどうかわからないという文脈で fたり Jが用いられ、それによって、いるという
状態と対終的な状態を想定していることを表している。これらの用例かち、 「たり J
パリ・ニコレに登場するそ さんが打ち
れによって取ち上げられる事態が生じる v
る事態と対称の事態が生じえることを
の涼生的な用法から、 「たり J
を連想させることにより、 「
ことは、配恵表現の，原票Ijの
?
せず、 fたち j によって敢り
を表す用法があると
られ
える。
いがあるとい とを断定せず、 び〉
いがあるJ という
し平の
るゆ
めている。この
らわにしない。聞き
慮表現として働いていの を らわにさ い。 Jに合 から、 「
????
ると言える。
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5. iたり Jと「とか」の互換性
(15) あ、あの、ちょっとお願いがあっ主立するんですけど
(再掲、コーパス会話 58)
(16) ?あ、あの、ちょっとお願いがあるよ主こするんですけど
(17) あ、あの、ちょっとお願いがあったりとかするんですけど
「たり」と「とか」は同じ並列を表す形式であるが、 (16) ~ (17) に見られるよう
に、入れ替えることができるものとそうでないものがある。両者にはどんな違いがあるの
か。両者を比較することにより、依頼における配慮表現としての「たり」の特徴を考察す
る。まず「とか」の用例を先行研究に基づいて確認する。
5.1. iとかj の用法
森山(1995) は、 「とか」は形式的には、引用的な「と」と選択並列の「か」が組み
合わさったものであり、単純な列挙を表すものではないとし、何かの候補を挙げるという
意味があるとしている。
( 18) そんなことありませんよ、とかなんとか言って (森山 1995)
( 18) の引用内容の「そんなことありませんよ」は、直後の「とか何とか」によって示さ
れる、仮に挙げられた表現の一候補に過ぎない。 Iたり」と同じく一部列挙の用法を持つ口
さらに、 (19) (20)を挙げ、両者は並列的結合をする点で共通しているが、 (19) は並
列した候補のいずれかを選ぶという意味になり、 (20) は「行く」と「来る」両方の動き
をするという意味になることからも、 「とか」の候補例を挙げる用法を説明している。
(19)行く (と)か来る(と)かしなければならない口 (森山 1995)
(20)行ったり来たりしなければならない。(森山 1995)
また、ある種の候補として事態を並列するという意味のために、その事態の在り方は
未実現のものに限定されると述べている。つまり、 「とかする」と前に来る述語は未実現
の動きのみである。その証拠に次のようには言えない。
(21) ?この魚は煮ているよ主焼いているLどしたほうがし1い。(森山 1995)
(22) ?この魚は少し古し1から、煮た主主焼いたよ丘こしてください。(森山 1995)
5.2. iたり Jと「とかJの互換性の分析
(23) あ、あの、ちょっとお願いがあっ主よしするんですけど
(再掲、コーパス会話 58)
(24) ?あ、あの、ちょっとお願いがあるとかするんですけど (再掲)
(25) あ、あの、ちょっとお願いがあったりとかするんですけど (再掲)
(24) は、 「とか」のある種の候補として事態を並列するという意味のために、 「と
か」によって示される事態は未実現のものに限定されるという制約から、不自然な文とな
る。 (25) が可能なのは、 「とか」で示される事態が生じることを、 I~たり」という形
式をとることにより、断定しないためである。そして、 「とか」によってある一つの候補
として事態を挙げるという形をとることで、お願いがあるということ以外の事態を連想さ
せ、お願いがある、という意図が絶対的なものではないことを表している。 Iたり」と
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「とか」は、それぞれが連想させることが、前者は対称の
という点で異なるが、それらに取り上げられる事惑を
がある j という依頼の意思の明示を弱めている、という点が
、後者が{哉のいくつかの候
しない、ここでは「お願い
している己
6.まとめと今後の課題
で扱った依頼における fたり
させることとなり、 「称の
お顕いがあるいうことを断
いがあるJという依頼の意図の明
の対
を弱める
果があるということが明ちかになった。
また、大和 (2008) での法頼における fたり」の艶意表現としての機能との違いについて
も述べ、 (26) りわのように同じ f依頼 j の文~に現れた「たり j でも、どのような方
行為j を表現するかによって、配慮表現としての髄き方が異なるということを
示し~。
(26) 献を教えてもらえたりしたらうれしいな。 大和 2008)
(27) あ、あの、ちょっと し1 ったりする けど
頼における「たり j しか分析対象としなかったが、信の場面での「たり j
意表現として告われるのか、接われる場合、開じような働きをするのかを明らかにしたい
また、今後、 fたり J以外の配意表現と患われる言語形式について分析を進めていきたい。
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